
　地方公務員法第５８条の２及び香取市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき香取市の人事行政の運営等に
ついて、次のとおり公表いたします。

採用・退職者数について（平成22年度）

 (1) 職員採用の状況（Ｈ22.4.1～H23.3.31）（単位：人）  (２) 職員退職の状況（Ｈ22.4.1～H23.3.31）(単位：人）

※（１）と（２）は平成22年4月1日から平成23年3月31日の状況です。

勤務時間の状況について（平成23年4月1日現在）

職員の分限処分の状況について（平成22年度）
※分限処分とは、職員がその職責を充分に
果たすことができない場合に行う処分で、
公務能率の維持を目的としています。
休職者は長期療養を必要とする者です。

職員の懲戒処分の状況について（平成22年度）

年次休暇の状況について（平成22年）

※H22.1.1～H22.12.31の全期間を在職した一般職員に限り、
当該期間の中途に採用された者、退職した者、当該期間中に
育児休業、休職の事由がある職員、派遣職員を除きます。

育児休業及び部分休業の状況について（平成22年度）

職員の研修の状況について（平成22年度）

職員の福祉及び利益の保護の状況について（平成22年度）

千葉県公平委員会からの報告事項について（平成22年度）
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勤務条件に関する措置の要求及び不利益処分に関する不服申し立ては、ありませんでした。

香取広域市町村圏事務組合で行っている共同研修、自治大学校、市町村職員中央研修所及び千葉県自
治研修センターで行う研修等を受講させています。また、国、県や民間企業での派遣研修を行っています。

・職員の健康の保持増進のため、定期健康診断、腰痛・頸肩腕障害検診、婦人科検診、B型肝炎予防接種
及び破傷風予防接種を実施しています。
・職員の厚生制度は、地方公務員法において、職員の福利厚生について計画し実施することが義務付けら
れています。本市では香取市職員厚生組合が、主体となり職員の厚生に関する事業を行っています。その
費用は職員の掛金と市の交付金で賄われており、平成22年度の厚生組合決算額は4,217,477円で、市から
の交付金は2,030,000円でした。
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